
知財・技術移転を担当するリサーチ・アドミニストレーター（ＵＲＡ）公募要領 

 

 

名古屋大学では、研究・産学官連携活動を支えるリサーチ・アドミニストレーターを新たな職種と位

置付け、学術研究から産学官連携に至るまでを一貫して支援するための体制を整えています。 

 今回、本学の研究力のより一層の強化を図るため、その一翼を担う知財・技術移転を担当するリサー

チ・アドミニストレーターを以下のとおり募集します。 

 注： URA の配置状況については、当本部ホームページを参照願います。 

（https://www.aip.nagoya-u.ac.jp/headquarters/introduction）  

 

 

1 募集件名 リサーチアドミニストレーター（ＵＲＡ）の公募 

2 募集内容 

[区分] 

知財・技術移転部門 

[職務内容] 

（雇入れ直後） 

・知的財産を起点とした事業開発業務。具体的には、医療バイオ分野を中心とし、

名古屋大学の知的財産に裏付けられた技術シーズを社会実装するための出口戦

略（共同研究やスタートアップ設立を通じたライセンス等も含む）を、当本部

の他部署（共同研究やスタートアップを担当する部署等）と共に立案し、当該

他部署、名古屋大学の海外拠点や当部門実務担当者等と連携して、国内外の技

術移転先候補企業等に対して営業活動を行い、技術移転に結び付けて知財収入

に貢献していく。 

（変更の範囲） 

・東海国立大学機構が指定する業務 

[勤務地]  

（雇入れ直後） 

愛知県名古屋市千種区名古屋大学学術研究・産学官連携推進本部 

（名古屋大学 ナショナルイノベーションコンプレックス内） 

（変更の範囲） 

東海国立大学機構が指定する就業場所 



4 応募資格 

[必要な特定分野の資格・条件（学位等を含む）・専門性等の詳細] 

・知的財産に関する基本的な知識を有すること。 

・医療バイオ分野における海外企業とのビジネス交渉の経験を有すること。 

・募集内容に記載の職務内容に関する経験を有することが望ましい。 

・医療バイオ関連企業において事業開発業務の経験を有することが望ましい。 

5 待  遇 

[採用後の待遇（給与、勤務時間、保険等）] 

・東海国立大学機構職員就業規則の定めるところによる。 

https://education.joureikun.jp/thers_ac/act/frame/frame110010928.htm 

・給与は東海国立大学機構名古屋大学年俸制適用職員給与規程において定める年

俸制とする。 

https://education.joureikun.jp/thers_ac/act/frame/frame110000191.htm 



[選考内容（選考方法、採否の決定）] 

書類選考の上、面接を実施。（面接実施者については、後日連絡を行います。） 

8 そ の 他 

・兼業は原則禁止です。また、研究を行うことは認められていません。 

・提出された書類については、本選考以外の目的には使用しません。 

・提出された書類は返却しませんので、あらかじめご了承ください。審査終了後、

大学において個人情報に注意し、適切な方法で処分します。 

・面接に要する交通費は支給しません。 

・ （※）2021 年 11 月「外国為替及び外国貿易法」（外為法）に基づく「みなし輸出」

における管理対象の明確化に伴い、大学・研究機関における教職員への機微技

術の提供の一部が外為法の管理対象となりました。これに伴い、本公募に応募

の際、「類型該当判断のフローチャート」に基づく「類型該当性の自己申告書」

の提出が必要となります。また、採用時には「誓約書」の提出が必要となりま

す。 

以下から自己申告書様式（日本語又は英語）をダウンロード･記入し、他の書類

とともにご提出ください。 

https://nuss.nagoya-u.ac.jp/s/X3oknmtjjqTECtN 

9 問合せ先 

〒464-86.က


